
　

開始年度 12
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訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

2,000

将来目標

105

「実績」
縮小図る

35,000 40,000

15 20

105

単位

％

人

目標値 105

1,250

H28目標値

1,225 1,205

Ｈ 26 Ｈ 27

698

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

運営委員会へ出席し情報収集・情報提供を行うとともに、クラブ活動全般に対する指導・助言、クラブハウス（事務局）との事務連絡・情報交換等を行う。また、必要に
応じて、各種目の広報を行う。

基本
方針

0

0 0 0

00

606

0

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。
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②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

部課コード 810400 ℡

法定受託＋附加

事業コード
総合型地域スポーツクラブ支援事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

810420

①事務事業名

終了年度 年度

スポーツ振興課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ スポーツ振興

■ □ □

年度

33,675

→

事業の種別

スポーツ振興節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市スポーツ推進計画

地域住民の運営によるあらゆる年齢層を対象とした複数の種目を取り扱う総合型地域スポーツクラブの設置が国から提唱（最低１市区町村１クラ
ブ）され、本市では早稲田大学の協力のもとに全国に先駆けて平成１２年２月に「所沢市西地区総合型地域スポーツクラブ」を設立し、クラブの活
動を側面から支援することとなった。平成２５年に名称を「所沢市総合型地域スポーツクラブ」に変更した。

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ 自主的なスポーツ・レクリエーション活動の支援

人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

0

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

クラブ会員数 平成

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

所沢市総合型地域スポーツクラブの活動支援を行うことで、クラブの拡充による住民自治活動の推進やスポーツ人口の拡大など、生涯継続していくことができるス
ポーツ活動の振興に寄与するため。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

34,967

606

人） （

0.07人 606

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

698

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.00

0

（ 0.00

27 年度平成

698

（千円） 年度 （千円）

0

0 0

（千円） 平成

人

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.08人

参加者数 各種目別活動の参加者数の合計

種目別活動数 クラブに参加する種目数

33,675

種目 15 15

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

34,967

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

会員数 会員数

％ 達成率 95 94

　 項目名 項目説明

成果指標 会員数増加率

継続

学童保育や放課後子供教室との協働によるスポー ツ教室等の開催を多くし、また
不登校や引きこもりの子供や特別な支援が必要な子供のスポーツ活動の場を提供する
ため取り組んでいる。

105

実 績 99.7 98.3
会員数÷前年度会員数×100

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

スポーツ振興課長　海老沢　康子

終了

次年度予算

評価日 H28.8.5 評価者職氏名

理由 現状を維持しつつ、尚且つ、会員増をはかる

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由 予算計上なし拡大 縮小

スポーツ・レクリエーション活動支援 無

無
資料作成

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

近隣のエリアにおいて、総合型クラブとネットワークを構築し、連携・協働した
事業を実施。他のスポーツ団体（総合型クラブ除く）とスポーツ教室等の共同
開催

広報紙への原稿校正や掲載、問い合わせ窓口となり同クラブの事務局とのパイプ役と
なる。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

年度末　小学生の卒業により、新年度　中学生としてクラブ会員への残留数
が少ない。また、高齢化も起因している

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


